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東の文化ヮ西の文化

嶋 田  紘

横浜市立大学第二外科

先日「ボケの美学」というタイ トルの記事

のなかに,東 と西の文化に違いがあるという

ことをある週干J誌が述べていた.

そのなかで,最近テレビで人気を博してい

る吉本新喜劇は大阪への転勤族や関西に嫁い

できた関東出身の女性がどれだけ馴染んだか

を測るバロメーターとして役立つという.

この吉本新喜劇は,大阪中心のローカル枠

で放映され「子供たちの土曜の昼ご飯の供」

となっているという.関西人の血 となり肉と

なっているというのだ.しかし関東人には,

他人の体の欠点をあげつらって笑うことはや

や品がない,低俗 との考えがある.しかし,

昨年の秋から新喜劇が全国ネットに登場した.

そして,吉本の笑いを東京の視聴者に翻訳す

る工夫をしたが,関東での視聴率は 1ケタ台

という.

この理由は,日常生活のなかに関東はボケ

がない社会であるからだという。

関東と関西のユーモアの違いを両方の女子

大生を対象として調査したところ,「仲間同士

で 1人がボケれば, もう一人がツッコミをし

ている」という項目で,関東は「自分が冗談

を言ったときボケたリツッコンダリせず笑っ

てくれるだけのほうがいい」が 2.3%,関西が

1.9%であったようだ.す なわち,関西の笑い

は「共同作業型」「ええかっこしい」を潔しと

しない。関東の笑いは「自己完結型」という.

デュセル ドルフにて

関西の人はツッコンで一緒に笑うことで自分

を励 ます としている.関西人は東京人が妙な

プライ ドのために損 して得 とる技を知 らない

のではないかと述べているという.

このような価値観の違いが起 きている背景

には,歴史の違いがあるのではないか と述べ

ている学者 もいる。すなわち大阪は人間関係

がギスギスしがちな都市 としての歴史が東京

より長い分コミュニケーションの手法が発達

しているからだという.

また最近の人間関係ベタの若者が関西的価

値観に憧れる傾向がみられることは,東京で

も関西化 してい く方向にあるのではないかと

分析 している.

私は幸いにも医学の世界ではあったが,東

の文化 と西の文化を味わうことができた.文

化にはそれぞれ独 自のものがあることからど
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ちらが良いか悪いかを論ずるものではないと

まず断つておきたい.しかし学会や話のなか

では感じられない価値観の違いなどがなんと

なく伝わつてきたので,それを記したいと思

う。

私は学生時代を含めて卒後,研修期間の 13

年間を東大のご出身の多かった横浜市大でそ

の教えを受け,その後医師として,さ らに中

堅幹部 としての 10年間を福井医科大学で指

導を受けた.福井医科大学は京都大学,金沢

大学,京都府立医大のご出身の先生が多いよ

うであった.そのため西の文化の息吹を感じ

ることができた.

関東から福井に行って感じたことは患者に

対する情熱,入れ込みが関東より強 く,臨床

医は患者を治してはじめて評価されるという

姿勢が見受けられた。一方,関東では臨床に

対する姿勢は淡々としていたが,臨床で問題

となっている課題については指導者になって

も実験的研究を行う姿勢をもちつづけている

ことには共感を覚えた.しかしその研究を集

団で行う力は西のほうが優っているように思

えた.

福井が終わつた 10年後に横浜に教授 とし

て赴任したが,最初に手掛けたのは教室員に

診療レベルの充実とそれに対する情熱をもた

せることであった.しかし関東の教室員はそ

のことに関してそれほど理解や関心を示さず,

もっぱら臨床の目標は指導者が示す方針を遂

行しているかどうかであり,患者の満足度で

評価されるという考えはあまりわかつてもら

えなかった.

当時は関東でも一部の私立大学では,正診

率や 5年生存率の重要性を評価していたが,

大多数の国公立大学では研究特に基礎的研究

の幅や質により大学の評価がなされていたよ

うに思っている.しかし最近では関連の医学

部附属病院でも治療内容の質的評価が再認識

され,教室でもこの考えが徐々に浸透してき

たように思っている.こ れは医療情勢,医師

の過剰のせいかそれとも基礎研究が臨床の片

手間では届きかねるという情勢を考えたせい

か計 りしれない.

さて,それではどうして,東は個人,ク ー

ル,西はグループ,ホ ットとなったのであろ

うか。その背景は東は官庁,官僚が支配し,

西は前述したように都市としての歴史が長 く

都市のなかで生きる知恵が発達していたのか,

町民,庶民が力をもっていたせいなのだろう

か興味深い.

大阪弁は不真面目だというが,医療の世界

が「患者中心の医療」「ICと情報開示」が叫ば

れるこのご時勢 とすれば官僚的,自己完結型

より西の文化である会話上の距離の近さ,状

況対応の柔軟性,さ らにはそのものずばり,

会話の共同作業的感覚を見習うべきかもしれ

ない.


